
民間公共交通事業の現状

地域の公共交通を利用しましょう

　公共交通は、通勤や通学、買物や通院など、私たちの生活に欠かせない〝移動″
を支える大切な財産です。しかし、近年は鉄道や路線バス、タクシーといった公共
交通機関の利用者は減少しており、また、新型コロナウイルス感染症の影響も大きく、
これまでどおりに運行を続けていくことが非常に厳しい状況にあります。
　公共交通を確保・維持するため、外出の際には公共交通機関をぜひご利用下さい。

◆ローカル5路線の全てが赤字

◆近年、路線の一部区間廃止など
　事業縮小が進んでいる。

JR原田線（桂川～原田間）

JR後藤寺線（新飯塚～田川後藤寺間）

　かつては石炭輸送の主要な役割を担っていた原田線。今でも沿線には長崎街道宿場町の面影
が残る内野宿や、かつての石炭輸送で使われていた線路の跡など、ローカル情緒あふれる景色
を楽しむことができます。

　本市では、上三緒駅、筑前庄内駅が設置されており、それらの駅から、新飯塚駅経由で福岡
市や北九州市へ移動できる貴重な路線となっています。
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令和元年平成20年平成10年平成元年

乗合バス輸送人員（三大都市圏を除く）

国土交通省の統計情報［バスの車両数、輸送人員及び走行キロ］より
※三大都市圏とは首都圏、中京圏（名古屋など）、関西圏（大阪など）を指します。
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●お問合せ　地域公共交通対策課（☎ 内線 1441・1442）　FAX:0948-22-5526

（公共交通機関では、新型コロナウイルス感染防止対策を実施しています。）
～地域の公共交通を利用しましょう～

公共交通機関をこれからも維持・存続していくために

列車に乗って出かけてみませんか？

飯塚市の路線バスの状況

サンクスde参画
男女共同参画推進センター（サンクス）では、性別や年齢にとらわれず
のびのびと暮らせる豊かなまちづくりを目指してさまざまな視点から、
男女共同参画社会を考える講座や事業を実施しています。

飯塚市男女共同参画推進センター（サンクス）通信

〒820-0041
飯塚市飯塚14番67号
電話 0948‐22‐7058
FAX 0948‐22‐3609
URL http://www.city.iizuka.lg.jp/
E-mail sunkusu@city.iizuka.lg.jp

主催事業10月7日（金）開催

　更年期障害やPMS（月経前症候群）は多くの女性の日常生活や仕事にマイナス
の影響を及ぼしています。更年期や月経周期に起こる様々な女性特有の体の不調
を正しく理解し、我慢するのではなくフェムテック製品を活用するなどして、上
手に付き合うことで、生活や仕事をより豊かにするためのお話がありました。

男女共同参画推進センター
（サンクス）

「更年期もPMSも吹き飛ばし、
　　 ハッピーキャリアを築きましょう！」
講師： 西山和枝さん（大塚製薬㈱ニュートラシューティカルズ事業部
　　　　　　　　　　　女性の健康推進プロジェクトリーダー）
 春口浩子さん（九州経済産業局地域経済部情報政策課課長補佐）

講師：倉富史枝さん（NPO法人福岡ジェンダー研究所理事）

推進補助事業（いいづか男女共同参画推進ネットワーク）10月30日（日）開催

　これから飯塚市で保活・幼活（わが子を預ける保育園・幼稚園を探すための
活動）を始める方たちのためのイベントを開催しました。市内保育施設の紹介
や先輩ママ・パパや助産師さんに相談できるコーナーなどを設けました。

「子育てサポートカフェ
　　　　～知りたい！飯塚市の幼稚園・保育園・保育サービス～」

推進補助事業（嘉飯桂つばさの会）11月19日（土）開催

　今回の講座では、①男女共同参画とジェンダー平等について②女性差別撤廃
条約が目指す実質的平等③日本の政治分野における男女共同参画推進状況④飯
塚市男女共同参画市民意識調査からわかること⑤地域の課題と男女共同参画に
ついてのお話がありました。

「私たちのまちは私たちでつくる ～男女共同参画のまちづくり～」

講師：田中祥一朗さん（飯塚病院小児科医）

推進補助事業（NPO法人こどもと文化のひろば　わいわいキッズいいづか）12月3日（土）開催

　地域の小児科医師から見たDVや児童虐待などの現状をふまえ、「社会の宝」
である子どもたちの未来のために何ができるかを考えました。

「生命の大切さを知ろう ～地域・家庭の現状から～」

講師：富永桂子さん（福岡・女性議員を増やす会代表）

推進補助事業（いいづか男女共同参画推進ネットワーク）11月23日（水・祝）開催

　「政治分野における男女共同参画推進法（候補者男女均等法）」はできたもの
の、現状ではまだ女性議員の比率は低いままです。まずは身近な地域の議会を
知ることで、暮らしの中の女性の政治参画の必要性をみんなで考えました。

「若者も女性も議会を知ろう！議会へ行こう！
　～議員になぜ多様性が必要なの？暮らしの中の女性の政治参画を考える～」
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